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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　商品券読取機と貨幣処理装置とを備えた貨幣処理システムであって、
　商品券を読み取って商品券データを得る読取部と、
　商品券が自店で使用可能であるか否かを判別するための使用可能商品券データを記憶す
る記憶部と、
　前記読取部により得られた商品券データと前記記憶部に記憶された使用可能商品券デー
タとを比較することにより前記読取部により読み取られた商品券が使用可能か否かを判別
する判別部と、
　を備え、
　前記読取部は前記商品券読取機に設けられており、前記読取部により読み取られた商品
券データ、または前記判別部による判別結果が前記商品券読取機から前記貨幣処理装置に
送信されるようになっている、貨幣処理システム。
【請求項２】
　前記判別部による判別結果に基づく情報を表示するための表示部が前記貨幣処理装置に
設けられており、前記貨幣処理装置の前記表示部は、前記読取部により読み取られた商品
券が使用不可であると判断された場合にその旨を表示するようになっている、請求項１記
載の貨幣処理システム。
【請求項３】
　ＰＯＳレジスタを更に備え、
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　前記判別部による判別結果に基づく情報を表示するための表示部が前記ＰＯＳレジスタ
に設けられており、前記ＰＯＳレジスタの前記表示部は、前記読取部により読み取られた
商品券が使用不可であると判断された場合にその旨を表示するようになっている、請求項
１または２記載の貨幣処理システム。
【請求項４】
　前記読取部により読み取られた商品券が使用可能であることが前記判別部により判別さ
れたときに、前記読取部により読み取られた商品券に対する釣銭が前記貨幣処理装置から
払い出されるようになっている、請求項１乃至３のいずれか一項に記載の貨幣処理システ
ム。
【請求項５】
　前記記憶部は、釣銭払出不可商品券データを更に記憶するようになっており、
　前記判別部は、前記読取部により得られた商品券データと前記記憶部に記憶された釣銭
払出不可商品券データとを比較することにより前記読取部により読み取られた商品券が釣
銭払出不可の商品券か否かを判別するようになっている、請求項１記載の貨幣処理システ
ム。
【請求項６】
　前記判別部による判別結果を表示するための表示部が前記貨幣処理装置に設けられてお
り、前記表示部は、前記読取部により読み取られた商品券が釣銭払出不可の商品券である
か否かを表示するようになっている、請求項５記載の貨幣処理システム。
【請求項７】
　前記読取部により読み取られた商品券が釣銭払出不可の商品券であることが前記判別部
により判別されたときに、この商品券の使用許可を受け付ける受付部を更に備えた、請求
項５または６記載の貨幣処理システム。
【請求項８】
　前記商品券読取機に収納されている商品券の在高、および前記貨幣処理装置に収納され
ている貨幣の在高の合計在高を集計する集計部を更に備えた、請求項１乃至７のいずれか
一項に記載の貨幣処理システム。
【請求項９】
　前記商品券読取機に商品券が投入されるとともに前記貨幣処理装置に貨幣が入金され、
前記商品券読取機に投入された商品券が使用可能であることが前記判別部により判別され
たときに、前記商品券読取機により受け付けられた商品券の金額、および前記貨幣処理装
置に入金された貨幣の金額の合計金額に基づいて前記貨幣処理装置から釣銭が払い出され
るようになっている、請求項１乃至８のいずれか一項に記載の貨幣処理システム。
【請求項１０】
　商品券読取機と貨幣処理装置とを備えた貨幣処理システムによる商品券の処理方法であ
って、
　前記商品券読取機に設けられた読取部により商品券を読み取って商品券データを得る工
程と、
　前記読取部により得られた商品券データと、記憶部に記憶された、商品券が自店で使用
可能であるか否かを判別するための使用可能商品券データとを比較することにより前記読
取部により読み取られた商品券が使用可能か否かを判別部により判別する工程と、
　前記読取部により読み取られた商品券データ、または前記判別部による判別結果を前記
商品券読取機から前記貨幣処理装置に送信する工程と、
　を備えた、商品券の処理方法。
【請求項１１】
　貨幣処理装置に通信接続された商品券読取機であって、
　商品券を読み取って商品券データを得る読取部と、
　商品券が自店で使用可能であるか否かを判別するための使用可能商品券データを記憶す
る記憶部と、
　前記読取部により得られた商品券データと前記記憶部に記憶された使用可能商品券デー
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タとを比較することにより前記読取部により読み取られた商品券が使用可能か否かを判別
する判別部と、
　を備え、
　前記判別部による判別結果を前記貨幣処理装置に送信する、商品券読取機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、商品券読取機と貨幣処理装置とを備えた貨幣処理システム、貨幣処理システ
ムによる商品券の処理方法、商品券読取機および貨幣処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、商品券の読み取りを行う商品券読取機を有する貨幣処理システムとして様々
なタイプのものが知られている（例えば、特許文献１等参照）。このような貨幣処理シス
テムは、スーパーマーケットやコンビニエンスストア等の店舗において幅広く使用される
ようになっている。従来の貨幣処理システムにおいて、商品券読取機には、商品券の読み
取りを行う読取部、および読取部により読み取られた商品券が使用可能か否かを判別する
判別部がそれぞれ設けられている。また、特許文献１等に示すように、従来の貨幣処理シ
ステムでは、商品券読取機に表示部が設けられており、判別部による判別結果、すなわち
読取部により読み取られた商品券が使用可能か否かに関する情報が表示部に表示されるよ
うになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第３９５８５０８号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の貨幣処理システムでは、商品券が使用可能か否かに関する情報は
、商品券読取機に設けられた表示部に表示されるようになっていたため、釣銭機を操作す
る店員等の操作者は、商品券読取機に投入された商品券が自店で使用可能か否かをすぐに
判断することができず、また、釣銭払出不可の商品券と現金を同時に受け取った場合に、
商品券の釣銭払出不可金額が現金に対する釣銭金額で充当できるか否か等をすぐに判断す
ることができないという問題があった。すなわち、商品券読取機に商品券が投入された後
、釣銭機を操作する店員等の操作者は、わざわざ商品券読取機の表示部を確認する必要が
あり、商品券が自店で使用可能か否かについて顧客にすぐに説明することができず、商品
券の処理に時間がかかるという問題があった。
【０００５】
　本発明は、このような点を考慮してなされたものであり、商品券読取機に設けられた読
取部により読み取られた商品券データ、または判別部による判別結果が商品券読取機から
貨幣処理装置に送信されるようになっていることにより、商品券読取機に投入された商品
券が使用可能か否かについての情報を、店員等の操作者が操作する貨幣処理装置ですぐに
確認等することができる貨幣処理システム、商品券の処理方法、商品券読取機および貨幣
処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、商品券読取機と貨幣処理装置とを備えた貨幣処理システムであって、商品券
を読み取って商品券データを得る読取部と、使用可能商品券データを記憶する記憶部と、
前記読取部により得られた商品券データと前記記憶部に記憶された使用可能商品券データ
とを比較することにより前記読取部により読み取られた商品券が使用可能か否かを判別す
る判別部と、を備え、前記読取部は前記商品券読取機に設けられており、前記読取部によ
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り読み取られた商品券データ、または前記判別部による判別結果が前記商品券読取機から
前記貨幣処理装置に送信されるようになっている、貨幣処理システムである。
【０００７】
　このような貨幣処理システムによれば、読取部により読み取られた商品券データ、また
は判別部による判別結果が商品券読取機から貨幣処理装置に送信されるようになっている
。このため、判別部による判別結果、すなわち商品券読取機に投入された商品券が自店で
使用可能か否かについての情報を、貨幣処理装置を操作する店員等の操作者がすぐに確認
等することができるようになる。
【０００８】
　本発明の貨幣処理システムにおいては、前記判別部による判別結果に基づく情報を表示
するための表示部が前記貨幣処理装置に設けられており、前記貨幣処理装置の前記表示部
は、前記読取部により読み取られた商品券が使用不可であると判断された場合にその旨を
表示するようになっていてもよい。
【０００９】
　本発明の貨幣処理システムにおいては、ＰＯＳレジスタを更に備え、前記判別部による
判別結果に基づく情報を表示するための表示部が前記ＰＯＳレジスタに設けられており、
前記ＰＯＳレジスタの前記表示部は、前記読取部により読み取られた商品券が使用不可で
あると判断された場合にその旨を表示するようになっていてもよい。
【００１０】
　本発明の貨幣処理システムにおいては、前記読取部により読み取られた商品券が使用可
能であることが前記判別部により判別されたときに、前記読取部により読み取られた商品
券に対する釣銭が前記貨幣処理装置から払い出されるようになっていてもよい。
【００１１】
　本発明の貨幣処理システムにおいては、前記記憶部は、釣銭払出不可商品券データを更
に記憶するようになっており、前記判別部は、前記読取部により得られた商品券データと
前記記憶部に記憶された釣銭払出不可商品券データとを比較することにより前記読取部に
より読み取られた商品券が釣銭払出不可の商品券か否かを判別するようになっていてもよ
い。
【００１２】
　この際に、前記判別部による判別結果を表示するための表示部が前記貨幣処理装置に設
けられており、前記表示部は、前記読取部により読み取られた商品券が釣銭払出不可の商
品券であるか否かを表示するようになっていてもよい。
【００１３】
　また、前記読取部により読み取られた商品券が釣銭払出不可の商品券であることが前記
判別部により判別されたときに、この商品券の使用許可を受け付ける受付部を更に備えて
いてもよい。
【００１４】
　本発明の貨幣処理システムにおいては、前記商品券読取機に収納されている商品券の在
高、および前記貨幣処理装置に収納されている貨幣の在高の合計在高を集計する集計部を
更に備えていてもよい。
【００１５】
　本発明の貨幣処理システムにおいては、前記商品券読取機に商品券が投入されるととも
に前記貨幣処理装置に貨幣が入金され、前記商品券読取機に投入された商品券が使用可能
であることが前記判別部により判別されたときに、前記商品券読取機により受け付けられ
た商品券の金額、および前記貨幣処理装置に入金された貨幣の金額の合計金額に基づいて
前記貨幣処理装置から釣銭が払い出されるようになっていてもよい。
【００１６】
　本発明は、商品券読取機と貨幣処理装置とを備えた貨幣処理システムによる商品券の処
理方法であって、前記商品券読取機に設けられた読取部により商品券を読み取って商品券
データを得る工程と、前記読取部により得られた商品券データと記憶部に記憶された使用
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可能商品券データとを比較することにより前記読取部により読み取られた商品券が使用可
能か否かを判別部により判別する工程と、前記読取部により読み取られた商品券データ、
または前記判別部による判別結果を前記商品券読取機から前記貨幣処理装置に送信する工
程と、を備えた、商品券の処理方法である。
【００１７】
　このような商品券の処理方法によれば、読取部により読み取られた商品券データ、また
は判別部による判別結果を前記商品券読取機から前記貨幣処理装置に送信する工程が設け
られている。このため、判別部による判別結果、すなわち商品券読取機に投入された商品
券が自店で使用可能か否かについての情報を、貨幣処理装置を操作する店員等の操作者が
すぐに確認等することができるようになる。
【００１８】
　本発明は、貨幣処理装置に通信接続された商品券読取機であって、商品券を読み取って
商品券データを得る読取部を備え、前記読取部により読み取られた商品券データを前記貨
幣処理装置に送信する、商品券読取機である。
【００１９】
　本発明は、貨幣処理装置に通信接続された商品券読取機であって、商品券を読み取って
商品券データを得る読取部と、使用可能商品券データを記憶する記憶部と、前記読取部に
より得られた商品券データと前記記憶部に記憶された使用可能商品券データとを比較する
ことにより前記読取部により読み取られた商品券が使用可能か否かを判別する判別部と、
を備え、前記判別部による判別結果を前記貨幣処理装置に送信する、商品券読取機である
。
【００２０】
　本発明は、商品券読取機に通信接続された貨幣処理装置であって、前記商品券読取機の
読取部により読み取られた商品券データ、または前記読取部により読み取られた商品券が
使用可能か否かを示す判別結果が前記商品券読取機から送信されるようになっている、貨
幣処理装置である。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の貨幣処理システム、商品券の処理方法、商品券読取機および貨幣処理装置によ
れば、商品券読取機に投入された商品券が使用可能か否かについての情報を、店員等の操
作者が操作する貨幣処理装置等ですぐに確認等することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一の実施の形態における貨幣処理システムの構成の概略を示す概略構成
図である。
【図２】図１に示す貨幣処理システムにおける硬貨釣銭機、紙幣釣銭機、商品券読取機お
よびＰＯＳレジスタの外観を示す斜視図である。
【図３】図１等に示す貨幣処理システムの機能ブロック図である。
【図４】図１等に示す貨幣処理システムにおける商品券の処理方法を示すフローチャート
である。
【図５】図１等に示す貨幣処理システムの硬貨釣銭機における操作表示部の表示画面の表
示内容を示す図である。
【図６】図１等に示す貨幣処理システムの他の構成の機能ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について説明する。図１乃至図５は、本実施
の形態に係る貨幣処理システムを示す図である。このうち、図１は、本実施の形態におけ
る貨幣処理システムの構成の概略を示す概略構成図である。また、図２は、図１に示す貨
幣処理システムにおける硬貨釣銭機、紙幣釣銭機、商品券読取機およびＰＯＳレジスタの
外観を示す斜視図であり、図３は、図１等に示す貨幣処理システムの機能ブロック図であ
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る。また、図４は、図１等に示す貨幣処理システムにおける商品券の処理方法を示すフロ
ーチャートであり、図５は、図１等に示す貨幣処理システムの硬貨釣銭機における操作表
示部の表示画面の表示内容を示す図である。
【００２４】
　まず、本実施の形態の貨幣処理システム１の全体構成について図１および図２を用いて
説明する。図１および図２に示すように、貨幣処理システム１は、硬貨釣銭機１００と、
紙幣釣銭機２００と、商品券読取機５００と、ＰＯＳレジスタ３００とを備えている。硬
貨釣銭機１００および紙幣釣銭機２００は、それぞれ硬貨や紙幣の入出金処理を行うよう
になっている。また、図２に示すように、硬貨釣銭機１００および紙幣釣銭機２００は左
右方向に並べて配置される。また、ＰＯＳレジスタ３００は、硬貨釣銭機１００および紙
幣釣銭機２００の上方に配置される。また、商品券読取機５００は、機体内に投入された
商品券の読み取りを行うようになっている。
【００２５】
　また、図１に示すように、ＰＯＳレジスタ３００は店舗サーバ４００に通信接続されて
いる。そして、ＰＯＳレジスタ３００から店舗サーバ４００に売上金情報等が送信される
ようになっている。また、各種設定情報が、店舗サーバ４００からＰＯＳレジスタ３００
（複数台でも可）に配信されるようになっている。
【００２６】
　図１に示すように、硬貨釣銭機１００は、上位制御部１２０および硬貨釣銭機制御部１
３０を有しており、これらの上位制御部１２０および硬貨釣銭機制御部１３０は通信接続
されている。また、紙幣釣銭機２００は紙幣釣銭機制御部２３０を有しており、この紙幣
釣銭機制御部２３０は硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０に通信接続されている。また
、商品券読取機５００は商品券読取機制御部５３０を有しており、この商品券読取機制御
部５３０は硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０に通信接続されている。また、ＰＯＳレ
ジスタ３００はＰＯＳ制御部３３０を有しており、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０
はＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３３０に通信接続されている。
【００２７】
　以下、硬貨釣銭機１００、紙幣釣銭機２００、商品券読取機５００およびＰＯＳレジス
タ３００の構成について図１および図２を用いて詳述する。
【００２８】
　まず、硬貨釣銭機１００の構成について具体的に説明する。図１および図２に示すよう
に、硬貨釣銭機１００は、前部上面にタッチパネル等の操作表示部１１２が設けられた筐
体１１０を備えている。筐体１１０の前部には硬貨受入部１１４および硬貨払出部１１６
が設けられている。
【００２９】
　硬貨受入部１１４は、投入された硬貨を検知すると駆動され、受け入れた硬貨を１層１
列状態で１枚ずつ機体内に取り込むようになっている。図１に示すように、この硬貨受入
部１１４には、当該硬貨受入部１１４により機体内に取り込まれた硬貨を搬送する入金搬
送部１０３が接続されている。
【００３０】
　図１に示すように、入金搬送部１０３の途中には、硬貨の識別を行う硬貨識別部１０１
と、分岐部１０４とがそれぞれ設けられている。分岐部１０４は、硬貨識別部１０１によ
る硬貨の識別結果に基づいて、リジェクト硬貨等の、硬貨払出部１１６から払い出される
べき硬貨を出金搬送部１０８へ案内（搬送）するようになっている。
【００３１】
　一方、正常硬貨等の機体内に収納されるべき硬貨は入金搬送部１０３により硬貨収納部
１０６へ搬送されるようになっている。硬貨収納部１０６は硬貨を金種別に収納するよう
になっている。具体的には、例えば入金搬送部１０３の上流側から高額順に硬貨が収納さ
れる。
【００３２】
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　出金搬送部１０８は、硬貨収納部１０６から繰り出された硬貨を硬貨払出部１１６へ搬
送するようになっている。また、出金搬送部１０８は、分岐部１０４から案内されたリジ
ェクト硬貨等を硬貨払出部１１６へ搬送するようになっている。
【００３３】
　次に、紙幣釣銭機２００の構成について具体的に説明する。図１および図２に示すよう
に、紙幣釣銭機２００は、筐体２１０と、この筐体２１０内の略中央部に設けられた環状
の周回搬送部２０３ａとを備えている。また、紙幣受入部２１４、３つの紙幣収納部２０
６、紙幣払出部２１６、出金リジェクト部２０４、および紙幣回収カセット２０７が、周
回搬送部２０３ａを外周から取り囲むように配置されている。
【００３４】
　また、紙幣釣銭機２００の筐体２１０の内部には、紙幣受入部２１４、各紙幣収納部２
０６、紙幣払出部２１６、出金リジェクト部２０４、および紙幣回収カセット２０７と、
周回搬送部２０３ａとの間をそれぞれ接続する複数の接続搬送部２０３ｂが形成されてい
る。また、周回搬送部２０３ａには紙幣識別部２０１が設けられており、この紙幣識別部
２０１は、当該紙幣識別部２０１を通過する紙幣の識別を行うようになっている。
【００３５】
　また、周回搬送部２０３ａと各接続搬送部２０３ｂとの間で紙幣の搬送経路を切り換え
る経路切換部（図示せず）が、周回搬送部２０３ａに沿って配置されている。
【００３６】
　図１および図２に示すように、筐体２１０の前面には、紙幣受入部２１４の紙幣受入口
２１４ａと、紙幣払出部２１６の紙幣取出口２１６ａとがそれぞれ設けられている。また
、紙幣回収カセット２０７は筐体２１０に対して着脱可能に取り付けられている。
【００３７】
　紙幣受入部２１４は、投入された紙幣を検知すると駆動され、紙幣受入口２１４ａに挿
入された入金紙幣を一括で取り込んで、周回搬送部２０３ａ側へ１枚ずつ繰り出すように
なっている。各紙幣収納部２０６は、紙幣識別部２０１の識別結果に基づいて紙幣を金種
別に収納する。紙幣払出部２１６は、各紙幣収納部２０６から周回搬送部２０３ａに繰り
出された紙幣を紙幣取出口２１６ａより機外へ放出するようになっている。
【００３８】
　出金リジェクト部２０４は、紙幣収納部２０６から繰り出された紙幣のうち、斜行等の
搬送異常により紙幣識別部２０１で識別することができない紙幣を出金リジェクト紙幣と
して収納する。また、紙幣受入部２１４から機体内に取り込まれた紙幣のうち、汚損等に
より紙幣識別部２０１で識別することができない紙幣は入金リジェクト紙幣として紙幣払
出部２１６に返却されるようになっている。
【００３９】
　次に、商品券読取機５００の構成について具体的に説明する。図１および図２に示すよ
うに、商品券読取機５００は、略直方体形状の筐体５１０と、商品券を受け入れる商品券
受入部５０２と、筐体５１０内で商品券を搬送する商品券搬送部５０３と、商品券を収納
する商品券収納部５０６とを備えている。商品券読取機５００には、外部に返却すべき商
品券が商品券搬送部５０３から送られるリジェクト部５０４が設けられている。
【００４０】
　図２に示すように、商品券読取機５００の筐体５１０の前面には投入口５０２ａおよび
リジェクト口５０４ａが設けられている。投入口５０２ａに投入された商品券は商品券受
入部５０２に受け入れられるようになっており、商品券受入部５０２に受け入れられた商
品券は、当該商品券受入部５０２に設けられた繰出機構（図示せず）により１枚ずつ商品
券搬送部５０３に繰り出されるようになっている。また、図１に示すように、商品券搬送
部５０３には商品券読取部５０１が設けられており、この商品券読取部５０１により商品
券を読み取って商品券データを得るようになっている。商品券読取部５０１は例えばライ
ンセンサからなり、このラインセンサにより商品券の画像データが得られるようになって
いる。そして、商品券読取部５０１では、この画像データに基づいて、商品券の発行元や
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金額等に関する情報が商品券データとして得られるようになっている。なお、画像データ
そのものを商品券データとして扱ってもよい。
【００４１】
　図１に示すように、商品券搬送部５０３は商品券収納部５０６およびリジェクト部５０
４に接続されており、商品券読取部５０１により読み取りが行われた商品券は商品券収納
部５０６およびリジェクト部５０４のうちいずれか一方に搬送されるようになっている。
商品券収納部５０６には、商品券搬送部５０３から送られた商品券が積層状態で収納され
るようになっている。図２に示すように、商品券読取機５００の筐体５１０の前面には扉
５０８が設けられており、この扉５０８を開くことにより商品券収納部５０６に収納され
た商品券を取り出すことができるようになっている。この際に、商品券のみを取り出す方
式でも、商品券が収納されたカセットを取り出す方式のいずれでもよい。一方、商品券搬
送部５０３からリジェクト部に送られた商品券はリジェクト口５０４ａを介して筐体５１
０の外部に返却されるようになっている。
【００４２】
　次に、ＰＯＳレジスタ３００の構成について具体的に説明する。ＰＯＳレジスタ３００
は、商品の購入情報を登録するとともに、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００に対して
硬貨や紙幣の入出金処理を行わせるようになっている。
【００４３】
　ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３３０は、図１に示すように、硬貨釣銭機１００
の上位制御部１２０に通信接続されているとともに、店舗サーバ４００にも通信接続され
ている。そして、このＰＯＳ制御部３３０は、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０を介
して当該硬貨釣銭機１００の硬貨釣銭機制御部１３０や紙幣釣銭機２００の紙幣釣銭機制
御部２３０に指令を送ることにより硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００に対して硬貨や
紙幣の入出金処理を行わせるようになっている。また、ＰＯＳ制御部３３０は、硬貨釣銭
機１００の硬貨釣銭機制御部１３０や紙幣釣銭機２００の紙幣釣銭機制御部２３０から、
上位制御部１２０を介して、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００における硬貨や紙幣の
処理状況に係る情報を受け取るようになっている。また、ＰＯＳ制御部３３０は、硬貨釣
銭機１００の上位制御部１２０を介して、商品券読取機５００により読み取られた商品券
の商品券データを受け取るようになっている。
【００４４】
　操作部３０４は、操作者が操作することができるようになっており、ＰＯＳ制御部３３
０に対して様々な指令を与えることができるようになっている。また、表示部３０２は、
硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００における硬貨や紙幣の処理状況や、硬貨釣銭機１０
０や紙幣釣銭機２００の内部に収納された硬貨や紙幣の在高を表示するようになっている
。また、ＰＯＳレジスタ３００には客（購入者）が視認可能な追加の表示部３０２ａが設
けられており、様々な情報を表示部３０２に表示させる代わりに、あるいは表示部３０２
における表示に加えて、追加の表示部３０２ａにおいて表示が行われるようになっていて
もよい。また、ＰＯＳレジスタ３００にはカードリーダ３３６および印字部３３８が設け
られている（図３参照、図１および図２では図示せず）。カードリーダ３３６は、操作者
のＩＤカードを読み取ることにより操作者のＩＤや権限等に関する情報を取得するように
なっている。また、印字部３３８は例えばプリンタから構成され、売上レシートや集計レ
シートに加えて、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００に収納された硬貨や紙幣の在高等
の様々な情報を印字するようになっている。
【００４５】
　図３に、上述のような構成からなる貨幣処理システム１の機能ブロック図を示す。図３
に示すように、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０には、硬貨釣銭機１００のインター
フェース１３２、操作表示部１１２および記憶部１３４が接続されている。この上位制御
部１２０は、インターフェース１３２により、紙幣釣銭機２００の紙幣釣銭機制御部２３
０や商品券読取機５００の商品券読取機制御部５３０、ならびにＰＯＳレジスタ３００の
ＰＯＳ制御部３３０に対して信号の送受信を行うようになっている。また、操作者により
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操作表示部１１２に入力された指令が当該操作表示部１１２から上位制御部１２０に送ら
れるとともに、上位制御部１２０は操作表示部１１２に指令を送ることにより当該操作表
示部１１２に様々な情報を表示させるようになっている。より詳細には、操作表示部１１
２には、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００における硬貨や紙幣の処理状況や、硬貨釣
銭機１００や紙幣釣銭機２００の内部に収納された硬貨や紙幣の在高を表示するようにな
っている。また、記憶部１３４には、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００における硬貨
や紙幣の処理状況や、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００の内部に収納された硬貨や紙
幣の在高等の様々な情報が記憶されるようになっている。
【００４６】
　また、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０には集計部１３６が接続されている。集計
部１３６は、商品券読取機５００に収納されている商品券の在高、および硬貨釣銭機１０
０や紙幣釣銭機２００に収納されている硬貨や紙幣の在高の合計金額を集計するようにな
っている。
【００４７】
　硬貨釣銭機１００の硬貨釣銭機制御部１３０には、硬貨受入部１１４、入金搬送部１０
３、硬貨識別部１０１、分岐部１０４、硬貨収納部１０６、出金搬送部１０８、硬貨払出
部１１６等がそれぞれ接続されており、硬貨識別部１０１から硬貨釣銭機制御部１３０に
硬貨の識別結果が送られるとともに、硬貨釣銭機制御部１３０から硬貨受入部１１４、入
金搬送部１０３、分岐部１０４、硬貨収納部１０６、出金搬送部１０８、硬貨払出部１１
６等の各々に対して様々な指令が送られるようになっている。
【００４８】
　紙幣釣銭機２００の紙幣釣銭機制御部２３０には、インターフェース２３２、紙幣受入
部２１４、周回搬送部２０３ａ、接続搬送部２０３ｂ、紙幣識別部２０１、紙幣収納部２
０６、出金リジェクト部２０４、紙幣払出部２１６等がそれぞれ接続されており、紙幣識
別部２０１から紙幣釣銭機制御部２３０に紙幣の識別結果が送られるとともに、紙幣釣銭
機制御部２３０から紙幣受入部２１４、周回搬送部２０３ａ、接続搬送部２０３ｂ、紙幣
収納部２０６、出金リジェクト部２０４、紙幣払出部２１６等の各々に対して様々な指令
が送られるようになっている。また、紙幣釣銭機２００の紙幣釣銭機制御部２３０は、イ
ンターフェース２３２により、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０に対して信号の送受
信を行うようになっている。
【００４９】
　商品券読取機５００の商品券読取機制御部５３０は、インターフェース５３２、商品券
受入部５０２、商品券搬送部５０３、商品券読取部５０１、商品券収納部５０６、リジェ
クト部５０４、判別部５３６、記憶部５３４等が接続されている。そして、商品券読取部
５０１から商品券読取機制御部５３０に商品券データが送られるとともに、商品券読取機
制御部５３０から商品券受入部５０２、商品券搬送部５０３、商品券収納部５０６、リジ
ェクト部５０４等の各々に対して様々な指令が送られるようになっている。また、商品券
読取機５００の商品券読取機制御部５３０は、インターフェース５３２により、硬貨釣銭
機１００の上位制御部１２０に対して信号の送受信を行うようになっている。また、商品
券読取機制御部５３０に接続された記憶部５３４には、使用可能商品券データが記憶され
るようになっている。具体的には、商品券読取機５００で使用可能な商品券の発行元（例
えば、商品券を発行した百貨店や会社等）の情報が、使用可能商品券データとして記憶部
５３４に記憶されるようになっている。また、記憶部５３４には、釣銭払出不可商品券デ
ータも記憶されるようになっている。ここで、釣銭払出不可の商品券とは、店員が顧客か
らこのような商品券を預かったときには、顧客から預かった商品券の金額が、顧客が購入
しようとする商品の合計金額である売上高より大きい場合でも、釣銭は払い出されないよ
うに取り決められている商品券のことをいう。このように、商品券の情報が、釣銭払出不
可商品券データとして記憶部５３４に記憶されるようになっている。
【００５０】
　また、商品券読取機制御部５３０に接続された判別部５３６は、商品券読取部５０１に
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より得られた商品券データと、記憶部５３４に記憶された使用可能商品券データとを比較
することにより、商品券読取部５０１により読み取られた商品券が商品券読取機５００で
使用可能かを判別するようになっている。また、判別部５３６は、商品券読取部５０１に
より読み取られた商品券が使用可能であることが判別されたときに、この商品券の商品券
データと記憶部５３４に記憶された釣銭払出不可商品券データとを比較することにより当
該商品券が釣銭払出不可の商品券か否かを判別するようになっている。判別部５３６によ
る商品券の具体的な判別方法については後述する。
【００５１】
　また、ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３３０には、表示部３０２、操作部３０４
、記憶部３３４、インターフェース３３２、カードリーダ３３６、印字部３３８等がそれ
ぞれ接続されており、操作者により操作部３０４に入力された指令が当該操作部３０４か
らＰＯＳ制御部３３０に送られたり、カードリーダ３３６により読み取られた操作者のＩ
Ｄカードに係る情報がＰＯＳ制御部３３０に送られたりするようになっている。また、Ｐ
ＯＳ制御部３３０は表示部３０２に指令を送ることにより当該表示部３０２に様々な情報
を表示させるようになっている。なお、ＰＯＳ制御部３３０は、表示部３０２に様々な情
報を表示させる代わりに、あるいは表示部３０２における表示に加えて、追加の表示部３
０２ａにおいて表示を行わせるようになっていてもよい。また、ＰＯＳ制御部３３０は印
字部３３８に指令を送ることにより当該印字部３３８により様々な情報を印字させるよう
になっている。また、ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３３０は、インターフェース
３３２により、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０や店舗サーバ４００に対して信号の
送受信を行うようになっている。また、記憶部３３４には、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭
機２００から送信された、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００における硬貨や紙幣の処
理状況や、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００の内部に収納された硬貨や紙幣の在高等
の様々な情報が記憶されるようになっている。
【００５２】
　次に、このような構成からなる貨幣処理システム１の動作について説明する。なお、以
下に示す貨幣処理システム１の動作は、硬貨釣銭機１００の硬貨釣銭機制御部１３０や紙
幣釣銭機２００の紙幣釣銭機制御部２３０、商品券読取機５００の商品券読取機制御部５
３０が硬貨釣銭機１００、紙幣釣銭機２００、商品券読取機５００の各構成要素をそれぞ
れ制御することにより行われる。
【００５３】
　まず、硬貨釣銭機１００に硬貨を入金する場合の動作について以下に説明する。硬貨釣
銭機１００の硬貨受入部１１４に硬貨が受け入れられると、硬貨受入部１１４は、受け入
れた硬貨を１層１列状態で１枚ずつ機体内に取り込み、取り込まれた硬貨は入金搬送部１
０３により搬送される。そして、入金搬送部１０３により搬送される硬貨は硬貨識別部１
０１により硬貨の識別が行われる。硬貨識別部１０１による硬貨の識別結果に基づいて、
リジェクト硬貨等の、硬貨払出部１１６から払い出されるべき硬貨であると識別された硬
貨は、分岐部１０４により出金搬送部１０８へ案内（搬送）され、出金搬送部１０８によ
り硬貨払出部１１６に搬送される。一方、硬貨識別部１０１による硬貨の識別結果に基づ
いて、正常硬貨等の機体内に収納されるべき硬貨であると識別された硬貨は、入金搬送部
１０３により硬貨収納部１０６へ搬送され、当該硬貨収納部１０６に金種別に収納される
。
【００５４】
　また、硬貨釣銭機１００から釣銭としての硬貨を出金する場合には、操作者は操作表示
部１１２により出金されるべき硬貨の金種別の枚数や合計金額等を入力する。あるいは、
ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３３０から出金指令が上位制御部１２０を介して硬
貨釣銭機制御部１３０に送られることにより、硬貨釣銭機１００から釣銭としての硬貨が
出金されるようになる。硬貨釣銭機制御部１３０に対して出金指令が与えられると、硬貨
収納部１０６に収納されている硬貨が当該硬貨収納部１０６から繰り出され、繰り出され
た硬貨は出金搬送部１０８により硬貨払出部１１６へ搬送される。このようにして、操作
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者は、硬貨払出部１１６から硬貨を取り出すことができるようになる。
【００５５】
　次に、紙幣釣銭機２００に紙幣を入金する場合の動作について以下に説明する。紙幣受
入部２１４の紙幣受入口２１４ａに紙幣が挿入されると、紙幣受入部２１４は、紙幣受入
口２１４ａに挿入された入金紙幣を一括で取り込んで、周回搬送部２０３ａ側へ１枚ずつ
繰り出す。そして、周回搬送部２０３ａ側へ繰り出された紙幣は当該周回搬送部２０３ａ
により搬送され、この際に紙幣識別部２０１により紙幣の識別が行われる。紙幣識別部２
０１により正常な紙幣であると識別された紙幣は、各紙幣収納部２０６に金種別に収納さ
れる。一方、紙幣受入部２１４から取り込まれた紙幣のうち、汚損や搬送異常等により紙
幣識別部２０１で識別することができない紙幣は入金リジェクト紙幣として紙幣払出部２
１６に返却される。
【００５６】
　また、当該紙幣釣銭機２００から釣銭としての紙幣を出金する場合には、操作者は操作
表示部１１２により出金されるべき紙幣の金種別の枚数や合計金額等を入力する。あるい
は、ＰＯＳレジスタ３００のＰＯＳ制御部３３０から出金指令が上位制御部１２０を介し
て紙幣釣銭機制御部２３０に送られることにより、紙幣釣銭機２００から釣銭としての紙
幣が出金されるようになる。紙幣釣銭機制御部２３０に対して出金指令が与えられると、
紙幣収納部２０６に収納されている紙幣が当該紙幣収納部２０６から繰り出され、繰り出
された紙幣は紙幣識別部２０１により識別された後、周回搬送部２０３ａにより紙幣払出
部２１６に送られる。そして、紙幣払出部２１６は、紙幣収納部２０６から送られた紙幣
を紙幣取出口２１６ａより筐体２１０外へ放出する。このようにして、操作者は、紙幣釣
銭機２００から出金された紙幣を得ることができるようになる。なお、紙幣収納部２０６
から繰り出された紙幣のうち、斜行等の搬送異常により紙幣識別部２０１で識別すること
ができない紙幣は、出金リジェクト紙幣として出金リジェクト部２０４に収納される。
【００５７】
　次に、商品券読取機５００による商品券の処理方法について図４に示すフローチャート
を用いて説明する。図４に示すフローチャートは、スーパーマーケットやコンビニエンス
ストア等の店舗において顧客が商品を購入する際に、顧客から受け取った商品券を店員が
処理するときの貨幣処理システム１の動作を示している。
【００５８】
　店員は、顧客から受け取った商品券を商品券読取機５００の投入口５０２ａに投入する
。投入口５０２ａに投入された商品券は商品券受入部５０２に受け入れられ、この商品券
受入部５０２に設けられた繰出機構（図示せず）により１枚ずつ商品券搬送部５０３に繰
り出される。商品券搬送部５０３に繰り出された商品券は商品券読取部５０１により読み
取られ（ＳＴＥＰ１）、商品券の発行元や金額等の情報である商品券データが得られる。
【００５９】
　商品券読取部５０１により商品券が読み取られると、商品券読取機制御部５３０に接続
された判別部５３６は、商品券読取部５０１により得られた商品券データと、記憶部５３
４に記憶された使用可能商品券データとを比較することにより、商品券読取部５０１によ
り読み取られた商品券が商品券読取機５００で使用可能か否かを判別する（ＳＴＥＰ２）
。具体的には、判別部５３６は、商品券読取部５０１により読み取られた商品券の発行元
と、記憶部５３４に記憶された使用可能商品券データにおける使用可能商品券の発行元と
を比較し、両者が一致すればこの商品券は商品券読取機５００で使用可能であると判断す
る。判別部５３６による判別結果は、商品券読取機制御部５３０からインターフェース５
３２を介して硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０に送信されるようになっている。
【００６０】
　商品券読取部５０１により読み取られた商品券が、商品券読取機５００で使用可能な商
品券ではないと判別部５３６により判断されたときには（ＳＴＥＰ２の「ＮＯ」）、この
商品券は商品券搬送部５０３からリジェクト部５０４に送られ、リジェクト口５０４ａを
介して筐体５１０の外部に返却される（ＳＴＥＰ３）。また、この場合には、硬貨釣銭機
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１００の操作表示部１１２に、図５（ａ）に示すように商品券が使用不可である旨のメッ
セージが表示されるようになる。一方、商品券読取部５０１により読み取られた商品券が
、商品券読取機５００で使用可能な商品券であると判別部５３６により判断されたときに
は（ＳＴＥＰ２の「ＹＥＳ」）、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０は、硬貨釣銭機１
００や紙幣釣銭機２００から釣銭を支払う必要があるか否かを判断する（ＳＴＥＰ４）。
具体的には、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０は、顧客が購入しようとする商品の金
額と、商品券読取部５０１により読み取られた商品券の金額とを比較し、両者が一致、も
しくは、商品の金額の方が多ければ硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００から釣銭を支払
う必要がないと判断する。
【００６１】
　硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００から釣銭を支払う必要がないと硬貨釣銭機１００
の上位制御部１２０が判断したときには（ＳＴＥＰ４の「ＮＯ」）、商品券読取機５００
において商品券が受け付けられ、この商品券は商品券搬送部５０３から商品券収納部５０
６に送られて筐体５１０内で収納されるようになる（ＳＴＥＰ９）。一方、商品券読取部
５０１により読み取られた商品券の金額が、顧客が購入しようとする商品の金額よりも大
きくなり、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００から釣銭を支払う必要があると硬貨釣銭
機１００の上位制御部１２０が判断したときには（ＳＴＥＰ４の「ＹＥＳ」）、判別部５
３６は、商品券読取部５０１により読み取られた商品券が、釣銭払出不可の商品券である
か否かを判別する（ＳＴＥＰ５）。具体的には、判別部５３６は、商品券読取部５０１に
より読み取られた商品券の発行元と、記憶部５３４に記憶された釣銭払出不可商品券デー
タにおける釣銭払出不可の商品券の発行元とを比較し、両者が一致すればこの商品券は釣
銭払出不可の商品券であると判断する。判別部５３６による判別結果は、商品券読取機制
御部５３０からインターフェース５３２を介して硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０に
送信される。
【００６２】
　商品券読取部５０１により読み取られた商品券が釣銭払出不可の商品券ではないと判別
部５３６により判断されたときには（ＳＴＥＰ５の「ＮＯ」）、商品券読取部５０１によ
り読み取られた商品券の金額と、顧客が購入しようとする商品の金額との差額分が釣銭と
して硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００から払い出される（ＳＴＥＰ６）。また、この
場合には、硬貨釣銭機１００の操作表示部１１２に、図５（ｂ）に示すように預かり金金
額（商品券読取部５０１により読み取られた商品券の金額）、現金売上（顧客が購入しよ
うとする商品の金額）および釣銭の金額がそれぞれ表示されるようになる。一方、商品券
読取部５０１により読み取られた商品券が釣銭払出不可の商品券であると判別部５３６に
より判断されたときには（ＳＴＥＰ５の「ＹＥＳ」）、硬貨釣銭機１００の操作表示部１
１２に、図５（ｃ）に示すように釣銭の支払いができない商品券がある旨のメッセージが
表示されるようになる（ＳＴＥＰ７）。このときには、店員は顧客に対して、このような
商品券を使用した場合には釣銭が支払われないがそれでも商品券を使用するか否かの確認
を行い、釣銭払出不可の商品券を使用することについて顧客が合意した場合には、店員は
操作表示部１１２により釣銭払出不可の商品券の使用許可の指令を上位制御部１２０に与
える（ＳＴＥＰ８の「ＹＥＳ」）。このように、硬貨釣銭機１００の操作表示部１１２は
、釣銭払出不可の商品券の使用許可を受け付ける受付部としても機能するようになる。釣
銭払出不可の商品券の使用許可が受け付けられると、商品券読取機５００において商品券
が受け付けられ、この商品券は商品券搬送部５０３から商品券収納部５０６に送られて筐
体５１０内で収納されるようになる（ＳＴＥＰ９）。なお、この場合には、硬貨釣銭機１
００や紙幣釣銭機２００から釣銭の払い出しは行われない。また、商品券が収納されると
、商品券の在高情報が加算更新される。
【００６３】
　一方、釣銭払出不可の商品券を使用することについて顧客が合意しない場合には、硬貨
釣銭機１００の操作表示部１１２において釣銭払出不可の商品券の使用許可が受け付けら
れることはなく（ＳＴＥＰ８の「ＮＯ」）、商品券読取部５０１により読み取られた商品
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券は商品券搬送部５０３からリジェクト部５０４に送られ、リジェクト口５０４ａを介し
て筐体５１０の外部に返却される（ＳＴＥＰ３）。
【００６４】
　リジェクト部５０４により商品券が筐体５１０の外部に返却された後（ＳＴＥＰ３）、
店員は操作表示部１１２により他の決済処理を行うという指令を上位制御部１２０に与え
ることができる。より具体的には、例えば顧客が現金やクレジットカード等の支払い方法
で商品の代金の支払いを行いたい場合には、操作表示部１１２において他の決済処理が受
け付けられ（ＳＴＥＰ１０の「ＹＥＳ」）、貨幣処理システム１は他の決済処理を実行す
るようになる（ＳＴＥＰ１１）。一方、操作表示部１１２において他の決済処理が受け付
けられなかった場合には（ＳＴＥＰ１０の「ＮＯ」）、貨幣処理システム１において取引
が中止される（ＳＴＥＰ１２）。
【００６５】
　また、本実施の形態の貨幣処理システム１において、顧客が商品を購入する際に顧客か
ら店員に商品券および現金の両方が手渡され、商品券読取機５００に商品券が投入される
とともに硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００に硬貨や紙幣が入金された場合には、以下
に示すような動作が行われる。すなわち、商品券読取機５００に商品券が投入されるとと
もに硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００に硬貨や紙幣が入金され、商品券読取機５００
に投入された商品券が使用可能であることが判別部５３６により判別されたときに、商品
券読取機５００により受け付けられた商品券の金額、および硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭
機２００に入金された硬貨や紙幣の金額の合計金額に基づいて、硬貨釣銭機１００や紙幣
釣銭機２００から釣銭が払い出される。具体的には、例えば顧客が購入しようとする商品
の合計金額が１８００円であり、顧客から店員に１０００円分の商品券および千円札が手
渡されたときには、商品券が商品券読取機５００に投入されるとともに千円札が紙幣釣銭
機２００に投入されると、２００円分の硬貨が釣銭として硬貨釣銭機１００から払い出さ
れるようになる。
【００６６】
　また、前述したように、集計部１３６により、商品券読取機５００に収納されている商
品券の在高、および硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００に収納されている硬貨や紙幣の
在高の合計金額が集計されるようになっている。そして、在高情報を表示する旨の指示を
受けると、集計部１３６により集計された、商品券の在高および硬貨や紙幣の在高の合計
金額は、図５（ｄ）に示すように操作表示部１１２に表示されるようになっている（図５
（ｄ）における「合計金額：５０５，２８０円」）。なお、操作表示部１１２には、商品
券読取機５００の商品券収納部５０６に収納されている商品券の枚数や、硬貨釣銭機１０
０や紙幣釣銭機２００に収納されている硬貨や紙幣の金種毎の枚数も表示することができ
るようになっている。また、商品券読取機５００の商品券収納部５０６に収納されている
商品券の枚数に加えて、商品券の内訳を操作表示部１１２に表示することができるように
なっていてもよい。
【００６７】
　以上のように本実施の形態の貨幣処理システム１や商品券の処理方法によれば、商品券
読取部５０１により得られた商品券データと記憶部５３４に記憶された使用可能商品券デ
ータとを比較することにより商品券読取部５０１により読み取られた商品券が使用可能か
否かを判別する判別部５３６が商品券読取機５００に設けられており、判別部５３６によ
る判別結果が商品券読取機５００から硬貨釣銭機１００に送信されるようになっている。
このため、判別部５３６による判別結果、すなわち商品券読取機５００に投入された商品
券が自店で使用可能か否かについての情報を、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００を操
作する店員がすぐに確認等することができるようになる。
【００６８】
　本実施の形態の貨幣処理システム１においては、前述のように、判別部５３６による判
別結果に基づく情報を表示するための操作表示部１１２が硬貨釣銭機１００に設けられて
おり、硬貨釣銭機１００の操作表示部１１２は、商品券読取部５０１により読み取られた
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商品券が使用不可であると判断された場合にその旨を表示するようになっている。
【００６９】
　また、本実施の形態の貨幣処理システム１においては、記憶部５３４は、使用可能商品
券データに加えて釣銭払出不可商品券データも記憶するようになっており、判別部５３６
は、商品券読取部５０１により得られた商品券データと記憶部５３４に記憶された釣銭払
出不可商品券データとを比較することにより、商品券読取部５０１により読み取られた商
品券が釣銭払出不可の商品券か否かを判別するようになっている。また、この場合には、
操作表示部１１２は、商品券読取部５０１により読み取られた商品券が使用可能であるか
否かを表示するとともに、使用可能である場合には当該商品券が釣銭払出不可の商品券で
あるか否かを表示するようになる。また、商品券読取部５０１により読み取られた商品券
が釣銭払出不可の商品券であることが判別部５３６により判別されたときに、この商品券
の使用許可が操作表示部１１２により受け付けられるようになっている。
【００７０】
　なお、本実施の形態の貨幣処理システム１はこのような態様に限定されることはない。
すなわち、変形例として、記憶部５３４に釣銭払出不可商品券データが記憶されないよう
になっていてもよい。この場合には、判別部５３６は、商品券読取部５０１により読み取
られた商品券が釣銭払出不可の商品券であるか否かの判別を行うことはなく、商品券読取
部５０１により読み取られた商品券が使用可能か否かの判別のみを行うようになる。また
、この場合には、商品券読取部５０１により読み取られた商品券が使用可能であることが
判別部５３６により判別されたときに、商品券読取部５０１により読み取られた商品券に
対する釣銭が硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００から払い出されるようになる。
【００７１】
　また、本実施の形態の貨幣処理システム１においては、商品券読取機５００に収納され
ている商品券の在高、および硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００に収納されている硬貨
や紙幣の在高の合計在高を集計する集計部１３６が設けられている。
【００７２】
　また、本実施の形態の貨幣処理システム１においては、商品券読取機５００に商品券が
投入されるとともに硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００に硬貨や紙幣が入金され、商品
券読取機５００に投入された商品券が使用可能であることが判別部５３６により判別され
たときに、商品券読取機５００により受け付けられた商品券の金額、および硬貨釣銭機１
００や紙幣釣銭機２００に入金された硬貨や紙幣の金額の合計金額に基づいて硬貨釣銭機
１００や紙幣釣銭機２００から釣銭が払い出されるようになっている。
【００７３】
　なお、本実施の形態による貨幣処理システム１や商品券の処理方法は、上記の態様に限
定されるものではなく、様々の変更を加えることができる。
【００７４】
　例えば、硬貨釣銭機１００ではなく紙幣釣銭機２００が上位制御部１２０を備えており
、この紙幣釣銭機２００が親機として機能し、硬貨釣銭機１００が子機として紙幣釣銭機
２００に接続されるようになっていてもよい。また、硬貨釣銭機１００および紙幣釣銭機
２００のそれぞれが上位制御部１２０を備えており、これらの硬貨釣銭機１００および紙
幣釣銭機２００が並列的にＰＯＳレジスタ３００に接続されるようになっていてもよい。
また、硬貨釣銭機１００および紙幣釣銭機２００が一体的に構成される釣銭機がＰＯＳレ
ジスタ３００に接続されるようになっていてもよい。また、硬貨釣銭機１００あるいは紙
幣釣銭機２００の一方のみがＰＯＳレジスタ３００に接続され、当該ＰＯＳレジスタ３０
０により運用され、他方の釣銭機はＰＯＳレジスタ３００および一方の釣銭機から独立し
て運用されるようになっていてもよい。
【００７５】
　また、図５（ａ）や図５（ｃ）に示すような操作表示部１１２の表示画面について、こ
れらの表示画面には商品券に関するメッセージとともに、預かり金金額（商品券読取部５
０１により読み取られた商品券の金額）、現金売上（顧客が購入しようとする商品の金額
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）および釣銭の金額がそれぞれ表示されるようになっているが、このような態様に限定さ
れることはない。操作表示部１１２において、商品券に関するメッセージのみが表示され
、預かり金金額、現金売上、釣銭の金額は操作表示部１１２に表示されないようになって
いてもよい。
【００７６】
　また、判別部５３６による判別結果は、硬貨釣銭機１００の操作表示部１１２に表示さ
れる代わりに、あるいは硬貨釣銭機１００の操作表示部１１２に加えて、ＰＯＳレジスタ
３００の表示部３０２や追加の表示部３０２ａに表示されるようになっていてもよい。
【００７７】
　また、使用可能商品券データや釣銭払出不可商品券データを記憶する記憶部５３４や、
商品券読取部５０１により読み取られた商品券が使用可能か否かを判別する判別部５３６
が、商品券読取機５００ではなく、硬貨釣銭機１００、紙幣釣銭機２００、あるいはＰＯ
Ｓレジスタ３００等に設けられていてもよい。図６に、記憶部５３４や判別部５３６が硬
貨釣銭機１００に設けられているような貨幣処理システムの機能ブロック図を示す。
【００７８】
　図６に示す貨幣処理システム１ａでは、使用可能商品券データや釣銭払出不可商品券デ
ータを記憶する記憶部５３４や、商品券読取部５０１により読み取られた商品券が使用可
能か否かを判別する判別部５３６は、硬貨釣銭機１００の上位制御部１２０に接続されて
いる。このような貨幣処理システム１ａでは、顧客から受け取った商品券を顧客が商品券
読取機５００の投入口５０２ａに投入し、商品券受入部５０２から商品券搬送部５０３に
繰り出された商品券が商品券読取部５０１により読み取られ、商品券の発行元や金額等の
情報である商品券データが得られると、商品券読取部５０１により読み取られた商品券デ
ータが商品券読取機５００から硬貨釣銭機１００に送信される。そして、硬貨釣銭機１０
０において、上位制御部１２０に接続された判別部５３６は、商品券読取機５００から硬
貨釣銭機１００に送信された商品券データと、記憶部５３４に記憶された使用可能商品券
データとを比較することにより、商品券読取部５０１により読み取られた商品券が商品券
読取機５００で使用可能か否かを判別する。
【００７９】
　このように、図６に示すような貨幣処理システム１ａでは、使用可能商品券データや釣
銭払出不可商品券データを記憶する記憶部５３４や、商品券読取部５０１により読み取ら
れた商品券が使用可能か否かを判別する判別部５３６が商品券読取機５００に設けられて
いないが、商品券読取部５０１により読み取られた商品券データが商品券読取機５００か
ら硬貨釣銭機１００に送信されるようになっているため、硬貨釣銭機１００に設けられた
判別部５３６により、商品券読取機５００に投入された商品券が使用可能か否かを判別す
ることができるようになる。このため、図３に示すような貨幣処理システム１と同様に、
判別部５３６による判別結果、すなわち商品券読取機５００に投入された商品券が自店で
使用可能か否かについての情報を、硬貨釣銭機１００や紙幣釣銭機２００を操作する店員
がすぐに確認等することができるようになる。
【００８０】
　また、商品券読取機５００に設けられた商品券読取部５０１は例えばラインセンサから
なり、このラインセンサにより商品券の画像データが得られるようになっているが、この
ようなラインセンサからなる商品券読取部５０１により、紙幣の識別も行うことができる
ようになっていてもよい。また、商品券にバーコードが形成されており、商品券読取部５
０１としてバーコードリーダが用いられるようになっていてもよい。この場合、バーコー
ドリーダにより商品券のバーコードが読み取られることにより商品券データが得られるよ
うになる。また、商品券にＩＣチップが設けられており、商品券読取部５０１としてＩＣ
リーダが用いられるようになっていてもよい。この場合、ＩＣリーダにより商品券のＩＣ
チップが読み取られることにより商品券データが得られるようになる。
【符号の説明】
【００８１】



(16) JP 5931496 B2 2016.6.8

10

20

30

40

50

１、１ａ　貨幣処理システム
１００　硬貨釣銭機
１０１　硬貨識別部
１０３　入金搬送部
１０４　分岐部
１０６　硬貨収納部
１０８　出金搬送部
１１０　筐体
１１２　操作表示部
１１４　硬貨受入部
１１６　硬貨払出部
１２０　上位制御部
１３０　硬貨釣銭機制御部
１３２　インターフェース
１３４　記憶部
１３６　集計部
２００　紙幣釣銭機
２０１　紙幣識別部
２０３ａ　周回搬送部
２０３ｂ　接続搬送部
２０４　出金リジェクト部
２０６　紙幣収納部
２０７　紙幣回収カセット
２１０　筐体
２１４　紙幣受入部
２１４ａ　紙幣受入口
２１６　紙幣払出部
２１６ａ　紙幣取出口
２３０　紙幣釣銭機制御部
２３２　インターフェース
３００　ＰＯＳレジスタ
３０２　表示部
３０２ａ　追加の表示部
３０４　操作部
３３０　ＰＯＳ制御部
３３２　インターフェース
３３４　記憶部
３３６　カードリーダ
３３８　印字部
４００　店舗サーバ
５００　商品券読取機
５０１　商品券読取部
５０２　商品券受入部
５０２ａ　投入口
５０３　商品券搬送部
５０４　リジェクト部
５０４ａ　リジェクト口
５０６　商品券収納部
５０８　扉
５３０　商品券読取機制御部
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５３２　インターフェース
５３４　記憶部
５３６　判別部

【図１】 【図２】
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